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Contents
国際的な不安定さが増す一方で、
国内では新型コロナウイルスが感染症法上の5類に移行して1年が経ちました。
またこの1年は、当法人として新たに第Ⅴ期中期事業計画を策定した1年目でもありました。
その前年度にSDGs宣言をした私たちは、事業方針でもある
「利用者様と共に」「地域と共に」「職員と共に」に「地球と共に」を加え、
3年後のありたい姿として、以下の目標を立てました。

利用者様と共にー
一人ひとりの夢や願いを実現するために、連携のもとでさまざまなチャレンジがなされており、
成功事例がたくさんある。

地域と共にー
地域の課題に対して協働して取り組み、地域からなくてはならないパートナーとして認識されている。

職員と共にー
働きがいと働きやすさの実現により、ここがよかった！と実感できている。

地球と共にー
CO2排出の削減が進み、循環型事業モデルに取り組んでいる。

経営基盤の安定化ー
さまざまな経営改善の取り組みにより、持続可能な収支差額が計上できている。

そうは言っても、実は感染症がまったくなくなった訳でもなく、
次の一歩を踏み出すには、逡巡と勇気が必要な1年でもありました。
慢性的な人手不足で、職場内コミュニケーションがとりづらく、
よりよい組織作りに取り組む中での大きな壁にも直面しました。
しかし隣の石川県をはじめとする能登半島地震では、
福祉施設や地域社会が甚大な損害を被りましたが、
物的人的な支援を通して、改めてつながりと本質をとらえることの
大切さを学びました。人が生きていく上で、それを支えていく上で、
本当に必要なことは何なのか？ 私たちは歩を止めてはなりません。
この1年の試行錯誤を、アニュアルレポートとして
まとめさせていただきました。私たちはこれからも考え続け、
行動し続けます。誰もが安心して尊重し合いながら生きていける
共生社会の実現を目指して。

合言葉は「生きる」に、伴走し続ける。
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共に生き、共に集う、
光を求めて。

私たちは、人として、福祉専門家として、

「共に生きる人」を目指し、

利用者様と共に、地域と共に、

職員と共に歩みます。

法人理念

職員行動指針

だれ一人取り残すことなく、
途切れない支援を行い、
地域社会から生きづらさをなくす。

足羽福祉会の存在意義パーパス

仲間と共に、福祉の専門家として
常により良い支援を考え、行い、改善する。
地域と福祉のより良い未来を志向する。

日々果たすべき使命ミッション

共に生きている。
それがふつうの世の中に。

実現したい未来ビジョン
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理念の実現を目指す長期ビジョン

住み慣れた地域で「自分らしく」生きることの実現。

ASUWA2030
01

02

03

共生社会実現に向けて地域、
社会の課題解決を図る行動。 

成長し、支え合い、
笑顔あふれる職場にする働き方改革。

5つの視点 3年後の姿（目指す状態像） 2030年に向けた
SDGs目標令和5年度の実績 令和6年度の計画 令和7年度の計画

一人ひとりの夢や願いを実現
するために、連携のもとでさま
ざまなチャレンジがなされ、たく
さんの成功事例ができている。

①尊厳・権利擁護はじめ本人中心の福祉に
関する学びを深める。

②一人ひとりの想いや願いの適切なアセス
メント（着手、見直し）
③実現のための話し合いを関係者、チームで
取り組む。

①成功事例の創出と発表等による事例共有。
②個々のニーズへの専門的な対応スキルの向上。
③実現のための話し合いを関係者、チームで取り
組む。

①成功事例の積み上げと発表等による事例共有。
②種別や部門、年齢等にかかわらず、一人ひとりが
居心地の良い居場所作り。

③実現のための話し合いを関係者、チームで取り
組む。

①協働による成功事例の創出と事例共有の発信。
②地域住民の目線で課題解決に向けた取り組み。
③地域住民と共に災害時の福祉避難所対応訓練
の実施。

①確保：ブランディング推進、DE＆I推進により、多様
な人材が確保できる採用計画の構築と運用。
②育成：一人ひとりの能力向上による、高い労働生産
性の発揮。

③定着：3年間の取り組みにより、一人ひとりが輝
き、さらに安心とやりがいをもって働き続けられる
職場環境作り。

①既存設備は電気契約の検討（再エネ100%電力プラ
ン）、新たな施設整備は太陽光発電、蓄電設備の導
入を検討。

②既存車両のリース契約への切替検討（助成車輛除
く）し、新たな車両のEV、PHVまたはHV車への切替
を推進。

③給食材料(野菜)の自給率を高め、食の循環型事業
モデルの確立。

①法人ブランディングの推進（利用者様から選ばれ
る、人材採用・定着、地域広報）。
②適正人員配置とサービス内容の充実により、全事
業で稼働目標を達成。

③マネジメント力強化による組織生産性向上の取
り組み。

①協働による成功事例の創出と事例共有の発信。
②地域住民の目線で課題解決に向けた取り組み。
③地域住民と共に災害時の福祉避難所対応訓練
の実施。

①確保：ブランディング推進、DE＆I推進により、多
様な人材が確保できる採用計画の構築と運用。

②育成：意欲と適性を活かせる業務経験へ導く
ためのタレントマネジメント構築。
③定着：職員満足度調査などを基にした職場環
境、業務効率の改善（ICT・介護ロボ等活用、
経営ガバナンス強化など）。

①既存設備は電気使用方法の検討（ソフトによる
制御等）、新たな施設整備は太陽光発電、蓄電
設備の導入を検討。

②既存車両のリース契約への切替検討（助成車輛
除く）し、新たな車両のEV、PHVまたはHV車へ
の切替を推進。

③減プラ、脱プラに向けた計画の具体化。

①法人ブランディングの推進（利用者様から選ば
れる、人材採用・定着、地域広報）。

②適正人員配置とサービス内容の充実により、全
事業で稼働目標を達成。

③管理職のマネジメント力強化の取り組み継続。

①関係者（地域住民、学生、研究機関等）を
増やし、継続的な話し合いを通じた地域
課題の共有。

②地域住民の目線で課題解決に向けた取り
組み。

③災害時における法人の役割（福祉避難所設
置、DWAT派遣等）を発揮できる体制整備。

①確保：ブランディング推進のもと、法人に共
感する人材の確保。

②育成：法人研修プログラム等を定着させ、学
びやサービスクオリティ、改善意欲の向上。
③定着：職員満足度調査などを基にした職場
環境、業務効率の改善（ICT・介護ロボ等活
用、経営ガバナンス強化など）。

①法人内電球の全LED化。
②既存車両のリース契約への切替検討（助成
車輛除く）し、新たな車両のEV、PHVまたは
HV車への切替を推進。

③有機廃棄物の堆肥化に向けた取り組み。

①法人ブランディングの推進（利用者様から
選ばれる、人材採用・定着、地域広報）。

②適正人員配置とサービス内容の充実によ
り、全事業で稼働目標を達成。
③KPI設計による成果の見える化、PDCAで改
善させる仕組化など管理職のマネジメント
力強化の取り組み。

地域の課題に対して協働して
取り組み、地域からなくてはな
らないパートナーとして認識さ
れている。

働きがいと働きやすさの実現
により、ここがよかった！と実感
できている。

さまざまな経営改善の取り組
みにより、持続可能な収支差
額が計上できている。

CO2排出の削減が進み、循環
型事業モデルに取り組んでい
る。

利用者様と
共に

地域と
共に

職員と
共に

地球と
共に

経営基盤の
安定化

第Ⅴ期 中期事業計画 2023～ 2025

ワクワク× つながる ＝ 
新しいウェルビーイングのかたち

事業計画
テーマ

新たな３か年のスタート

取り組み継続

サービス実践報告会を実施

取り組み継続

取り組み継続

取り組み継続

取り組み継続

取り組み継続

KPI目標の適正化を
図りつつ取り組み継続

法人CM放送開始

ほぼ完了

新たなシンボルマーク・ロゴに
よる広報ツールの整備完了

農業をとおした
循環型事業モデルの継続

取り組み継続

ICTにおける業務改善に
向けたインフラ整備完了
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